
 

 

 

２０１８年２月２２日 

 

タブレット端末を活用した『預り資産支援システム』の業務機能を追加 

～お客さまの利便性向上と営業店事務の効率化を目指して～ 

 

 京都中央信用金庫（理事長 白波瀬 誠）では、２０１７年８月より稼働しております

タブレット端末を活用した『預り資産支援システム』（投資信託取引）に、保険および公共債

販売取引の業務機能を追加いたします。更なる預り資産の提案力強化および事務の効率化・

厳格化を図り、質の高いサービスを提供いたします。 

 

記 

１．稼働日 

  ２０１８年１月２２日より１４店舗において、保険および公共債販売取引の業務機能を追加

いたしました。順次、導入店舗を拡大し、２月２６日より全営業店で稼働いたします。 

 

２．システムの効果 

 （１）お客さまの利便性向上 

   投資信託取引に加え、タブレット端末で保険および公共債販売取引の業務機能を追加した

ことで、お客さまのさまざまな資産運用ニーズにお応えできるようになります。また、

保険・公共債の申込時に必要な一部書類のペーパーレス化により、お客さまが記入する

際の負担を軽減します。 

 

 （２）業務ルールのシステム化による事務の厳格化 

   適合性の自動判定や、販売可能商品の自動表示などで事務の効率化を図り、お客さまの

資産運用ニーズに応じた適切な勧誘・販売フローを標準化し、事務を厳格化いたします。 

 

以上 

 
 

☆本件に関するお問い合わせは、下記ＴＥＬまたはＦＡＸまでお願い申しあげます。 

○ＴＥＬ ０１２０－２０１－９５９ または、０７５－６９４－２７２９ 

【平日（当金庫休業日を除く）９：００～１７：００】 

○ＦＡＸ ０１２０－２０１－５８０ 

※フリーダイヤル（電話）は当金庫営業地区（京都府および滋賀県、大阪府、奈良県）のみ可能です。 

 


